
療養病棟 ADL区分 記録・再評価シート A4 v2

当日を含む過去3日間の全勤務帯における支援レベルを、各項目0～6点で最も近いものとして評価します。

氏名 患者ID 評価日 評価者

0～6点の採点早見

0
自立

支援不要、または1～2回のみ 1
準備のみ

準備のみが3回以上

2
観察

見守り・励まし・誘導が3回以上 3
部分的な援助

本人50%以上＋体重を支えない援助が3回以上

4
広範な援助

本人50%以上＋体重を支える援助が3回以上 5
最大の援助

本人50%未満＋体重を支える援助が3回以上

6
全面依存

まる3日間全面援助、または本動作なし ※
範囲

b：浴槽・便座への移乗は除外／d：移乗は除外。新入院・転棟は入院・転棟後の状態で評価。

記号 項目
点数
0～6 支援内容・判断根拠 再評価日① 点数① 再評価日② 点数②

a ベッド上の可動性

b 移乗

c 食事

d トイレの使用

初回 合計点 再評価① 合計点 再評価② 合計点

初回 ADL区分 再評価① ADL区分 再評価② ADL区分

項目の範囲（迷いやすい点）

a ベッド上の可動性 寝返り・起き上がり・ベッド上の身体位置の調整 ベッド上の動きを評価

b 移乗 ベッドからいす・車いすに座る、立ち上がる 浴槽・便座への移乗は除く

c 食事 食べる・飲む。経管栄養・経静脈栄養も含む 上手・下手に関係なく評価

d トイレの使用 トイレ使用、排泄の始末、おむつ交換、人工肛門・カテーテル管理、衣服調整 移乗は除く

本シートは厚生労働省の公式評価票そのものではなく、ADL区分の採点・根拠記録・再評価を補助するための実務用シートです。院内の正式様式・運用ルールを優先してください。

出典：厚生労働省「医療区分・ADL区分等に係る評価票 評価の手引き」



